
防災スペシャリスト養成研修（有明の丘） 平成29年度 第2期
 「応急活動・資源管理」コース

⼿法 単元の概要 講師名
・ 応急活動の流れと業務の概要について説明できる。
・ ロジスティクスの考え⽅について説明できる。
・ 応急活動と求められる資源管理について説明できる。
・ 政府の初動対応について説明できる。
・ 具体的な応急対策活動に関する計画について説明できる。
・ 政府と被災⾃治体との連携について説明できる。

・ 応急活動の実施にあたっての⾏政職員の確保の重要性を説明できる。
・ ⾏政機関の間で⾏われる応援受援の仕組みを説明できる。
・ ⾏政機関の応援受援を円滑に⾏うための留意点を説明できる。

・ 災害廃棄物処理の概要を説明できる。
・ 災害廃棄物処理における資源管理と応援受援を説明できる。

・ 多様な機関と連携して業務を実施する際の課題解決のための着眼点を説明できる。
・ 応急活動を効果的に実施するために求められる活動拠点等を確保するうえでの

着眼点を説明できる。

・ 救援物資の輸配送の実態について説明できる。
・ 救援物資の輸配送を⺠間企業・団体と連携して⾏う際の留意点を説明できる。
・ 救援物資の輸配送を円滑に⾏うための事前の備えを説明できる。

・ 救援物資の調達業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。
・ 救援物資の倉庫業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。
・ 救援物資の輸配送業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。
・ 救援物資の⺠間企業・団体からの調達の実態について説明できる。
・ 救援物資を⺠間企業・団体から円滑に調達するための留意点を説明できる。
・ 救援物資を⺠間企業・団体から円滑に調達するための備えを説明できる。

・ 災害発⽣時において、応急活動を⾏うために求められる空間確保（道路網、
活動拠点等）について説明できる。

・ 災害発⽣時において、応急活動を⾏うために求められるサービスの確保（燃料等）
について説明できる。

・ 研修受講の⽬的を再認識する。
・ 研修を通じて、学び、得たものを整理する。
・ 研修を活かして次につなげることを認識する。

【各講義の内容と学習⽬標】
⽇程と講義名 学  習  ⽬  標

2⽉6⽇
（⽕）

1限⽬
09︓30〜10︓45

応急活動・資源管理総論 座学
応急活動の流れと資源管理に関する基本的
な考え⽅について学ぶ。

宇⽥川 真之
（⼈と防災未来センター）

２限⽬
11︓00〜11 : 40

初動対応における
国との連携

座学
国における初動対応の内容とその連携のあ
り⽅について学ぶ。

伊藤 孝
（内閣府）

3限⽬
11︓40〜12︓15
13︓15〜14︓30

地⽅公共団体間の
相互応援と受援計画

座学
災害時の⾏政機関の間で⾏われる応援受援
の仕組みと受援計画について学ぶ。

佐野 正
（内閣府）
太⽥ 康

（全国知事会）
中野 保

（千葉市）

5限⽬
16︓15〜17︓30

資源管理演習 演習
災害対策本部における資源（⼈的、物的、
空間・サービス）の確保、管理における留
意点などを演習形式で学ぶ。

宇⽥川 真之
（⼈と防災未来センター）

4限⽬
14︓45〜16︓00

災害廃棄物処理 座学
被災地における資源確保の例として、災害
廃棄物の撤去・処理の進め⽅と留意点を事
例に基づき学ぶ。

切川 卓也
（環境省）
⼤川 敏彰

（全国都市清掃会議）

吉⽥ 将⼀
（全⽇本トラック協会）

内⽥ 浩幸
（佐川急便）

２限⽬
11︓00〜12 : 15

救援物資
ロジスティクス演習

演習
救援物資の調達から輸送・保管・配布にお
ける留意点などを演習形式で学ぶ。

宇⽥川 真之
（⼈と防災未来センター）

2⽉7⽇
（⽔）

1限⽬
09︓30〜10︓45

救援物資の輸配送 座学
救援物資の輸配送に関する実務と課題につ
いて学ぶ。

3限⽬
13︓15〜14︓30

救援物資の調達 座学
救援物資の調達に関する実務と課題につい
て学ぶ。

古澤 通規
（コメリ災害対策センター）

堂本 敏雄
廣瀬 晃正

（セブン-イレブン・ジャパン）

5限⽬
16︓15〜17︓15

全体討論 演習

防災⼒アップのため、災害時の物資物流と
広域的な応援体制について学んだことを、
受講者が担当する業務にどのように反映さ
せるのかを考える。

宇⽥川 真之
（⼈と防災未来センター）

4限⽬
14︓45〜16︓00

活動拠点・環境の確保 座学
応急活動を⾏うために必要となる活動拠点
や通信サービス等の確保について学ぶ。

⼤塚  和典
（熊本市）
⼩嶌 正稔

（東洋⼤学）


